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輓
近
各
国
勢
働
.争
議

の
頻
獲

せ
る
事
今
更

こ
ご
新

し

く
述
ぶ
る
迄
も
な
き
　庭
な
る
が
、
比
一戦
釣
虻
種
一争
議
の

獲
生
少
か
b
し
印
度
L
於
て
も
、
最
近
勢
働
者
の
自
毘

ξ
諸
物
僧
騰
貴

に
俘

ふ
盤
活
の
砥
迫

ご
は
彼
等
を
し
て

漸
次
世
界
の
大
勢

に
從
は
し
む
る
に
至
り
、
加
ふ
る
に

謝
英
国
政
府
非
協
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一
涙
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政
治
蓮
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間
接
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力
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及
ば
し
、
藪
に
勢
揃
争
議

の
獲
生
蜥

.

ぐ
多
か
ら
ん
ε
す
る
の
傾
向
あ
り
。
今
、
昨
年
度

に
於

け
る
勢
働
争
議
の
状
況
を
印
度
政
府
勢
働
局

の
㎝集
む
る

庭
の
統
計
を
基
こ
し
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」之
れ
を
地
方
別
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労
働
者

の
從
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事
す
る
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務
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依
り
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次
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し
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得
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せ
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網
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せ
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得
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以
上
の
統
計
に
よ
り
て
、
略

≧
次
の
事
情
を
蹄
納

し

得

べ
し
。

一
、
罷
業
の
最
多

き
地
方
は
孟
賀
州
及
び
ベ
ン
ゴ
ー

ル
州

に
し
て
、
是
れ
前
者
に
は
紡
績
工
場
多
く
、

後
者
に
は

ジ
ュ
ー
ト
エ
場
多
き
に
基
く
。

二
、
罷
業
の
原
.因
は
勿
論
賃
銀
問
題
を
第

一
ε
し
、

・
緬
数
四
百
件
中
百
七
十
四
件
則
ち
四
割
三
分
五
厘

を
占

む
。
…労
働
置
聴
聞

に
原
因
す

る
も
の
は
比
較
的

少
く
、
僅
か
に
+
件
を
撒
ふ
る
に
過
ざ
ざ
る
は
注

目
す

べ
し
。

三
、
罷
業
の
目
的
を
完
全

に
達
し
た
る
も
の
は
四
百

件
中
八
十
八
件
、

一
部
達
し
た
る
も
の
は
八
十
二

件
、
合
計
百
七
十
件
に
て
、
不
成
功
の
も
の
百
六
十

八
件

ご
比
較
す

る
に
殆
ん
ご
伯
仲
・の
間
に
あ
b
。

四
、
業
務
別
に
見
れ
ば
、
紡
績
工
場
罷
業
最
多
く

四
百
件
中
百
五
十
三
件
乃
ち
三
割
八
分
.
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計
五
十
二
萬
に
謝
し
十
六
萬
乃
ち
約
三
割
、
罷

業
総
目
撒
六
百
⊥
八
十
四
萬

に
謝
し
百
七
十
八
萬
乃

ち
約
二
割
七
分
、

に
當
る
。

五
、
干
係
人
員
の
割
合
に
比
し
、
罷
業
日
数
の
割
合

多
き
は

第

一
、
.船

舶

船

渠

一
人
當
り
三
十
⊥
八
日

第
二
、
印

刷

工

場

一
人
當
り
二
十
七
日

第
三
、
鐵

道

一
人
當
り
二
十
⊥
八
日

第
四
、
電
車
、
タ
ク
シ
イ

一
人
當
り
十

八

日

等

に
し
て
.
殊

に
運
輸
關
係
罷
業
に
於
て
、

一
人
當

b
の
日
数
比
較
的
多
き
こ
ε
も
注
目
す

べ
し
。
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